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梅ちぎり体験、梅の実収穫祭を開催
新副市長就任のあいさつ

昨年度も好評だった一般向け梅ちぎり体験を、5月19日㈫に大宰府政庁跡で開催
しました。今年は、市内から親子など12組19名が参加し、梅の実の収穫を楽しむ姿
が見られました。収穫後には梅ジュースをふるまい、さわやかなひとときを過ごしてい
ただきました。
　また、翌日、5月20日㈬には福岡農業高校食品科
学科の3年生と事業者による梅の実収穫祭を開催
しました。この日収穫した260㎏の梅の実は同高校
へ提供され、今後の「梅」プロジェクトの製品開発な
どに活用されます。

皆様のおかげをもちまして、令和4年からの1期4年間、職務を務めさせて頂いたことに改めて厚くお礼申し上げます。
　この4年間は、デジタル技術を活用した市民サービスの変革（DX）や物価高に苦しむ市民、事業者の皆様へのご支

援といった緊急課題に直面した時期でした。十分なことができたのか、いまさらながらに不安
になることもありますが、ご容赦いただければ幸いです。
　そして、中学校完全給食、民間プールを活用した水泳授業、給食費補助、さらに帯状疱疹予
防接種、高齢者へのエアコン購入助成などの各事業に関わることができたことは良い思い出
となりました。
　一方で、市として今後対応すべき課題も顕在化しており、市民の皆様とともに公共の枠を拡
げなければ解決できないことも現実となってきました。今後は、一市民として太宰府市の発展
に貢献できる道を探してまいります。
　結びに、太宰府市のさらなる発展と市民の皆様のご健勝ご多幸をお祈り申し上げ退任の挨
拶といたします。

梅を収穫する様子福岡農業高校食品科学科の 3年生と
事業者の皆さん

梅ちぎり体験の参加者

引き続き節水にご協力ください！
日ごろから節水にご協力いただきありがとうございます。
福岡県内は深刻な水不足が続いています。暑さ厳しい7月、水資源を守るため
引き続きご協力ください。

太宰府市渇水対策本部
令和 8年 6月 16日時点の
筑後川水系ダムの貯水率
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企業からふるさと納税として寄附をいただきました
　次の企業の皆様から
寄附をいただきました。
　今後の本市の更なる
発展のため大切に活用
させていただきます。

【株式会社那珂舗装】 【株式会社Hajimari】

【株式会社シーマコンサルタント】 【株式会社佐電工】

【筑紫ガス株式会社】

【西日本鉄道株式会社】

歴史が結ぶ新たな交流　明日香村と連携協定
　本市と奈良県明日香村は５月27日㈬、まちづくりや防災分野で連携する包括連携
協定と災害時相互応援に関する覚書を締結しました。飛鳥時代、日本の政治・文化
の中心地であった明日香村と、日本の外交と防衛の最前線であった太宰府市が、歴
史・文化を生かした交流や防災面での協力を進めます。髙原市長は「日本

れいめい
黎明期の

息吹を未来につなげる第一歩となる。互いの魅力を高めあいながら、世界に誇る文
化を発信していきたい。」と述べました。
　今後、百済の最後の都だった韓国・

ぷ　よ
扶餘郡とのつながりも視野に、友好を深めていきます。

市職員による「豪雨災害対応訓練」実施
　豪雨災害が発生しやすい季節を迎えるにあたり、市民や観光客の生命財産を守る
ため、5月30日㈯に豪雨災害対応訓練を実施しました。
　様々な想定に基づき、各班が机上または各現場に直接赴いて役割を確認しました。
特に避難所の担当班は、公民館までの経路・危険箇所を把握するとともに、施設内
の撮影や自治会長から施設の情報や備蓄品などを確認し、避難所情報カードを作成
しました。
　最後には、参加者全員でトイレカーや避難所の物品、簡易トイレの見学や体験を行うなど、今年の梅雨の災害に参加
職員が一丸となって備えました。　

訓練の様子

　このたび、太宰府市の副市長に就任いたしました、
いしだひろじ
石田宏二でございます。

　太宰府が市制施行した昭和57年から、私は市職員として38年間、このまちの歩みと共に
人生を歩んでまいりました。
　６年という月日を経て、再び愛着ある故郷の市政に参画できることを、大変光栄に、また
その職責の重さに身の引き締まる思いでおります。
　これまでの経験に新しい視点を加え、市長を全力で補佐してまいります。
　先人が築いてきた誇り高き歴史と文化を次世代へ確実に引き継ぎつつ、誰もが「住み続
けたい」と感じられる、活力あるまちづくりに邁進する覚悟です。
　市民の皆様の声に耳を傾け、現場に寄り添い、太宰府のさらなる飛躍を目指し、誠心誠意取り組んでまいります。
微力ながら尽力してまいりますので、市民の皆様の温かいご支援とご協力を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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お願いしたい行動（1分で12L・ペットボトル6本分の効果）
洗面時の流しっぱなし防止・シャワーをこまめに止める　
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